
 

平成 26年 第 3回／9月議会 印西市議会定例会が始まります。 
 
今回の定例会は9月 3日（水曜日）から10月3 日（金曜日）まで行われる予定です。 

（今回の定例市議会では、平成25年度の決算予算をはじめとする議案審議が行われます。）  
 
「ぐんじとしのり」は、9月10日（水曜日）午後2時頃から、30分間の個人質問に立ちます。 

（予定） 以下に議会事務局を通じて執行部に提出した今回の質問内容を記載させていただきます。 
 
傍聴を希望される方は、印西市役所５階にて諸手続きを行い、傍聴券の交付を受け、傍聴を 

行うことになります。尚、定員は 36名です。よろしくお願い致します。（また、インターネット 

議会中継を会期中はＬＩＶＥで行っています。詳細は、以下をご覧ください。また、録画中継は 

本会議が行われた後、概ね一週間以内に配信されます。） 

・・・・ http://www.city.inzai.chiba.jp/www/contents/1195094404828/index.html 

       （印西市役所のＨＰより、印西市議会⇒市議会からのお知らせで同画面になります。） 
 

 ぐんじとしのり 第 3回（9月）定例議会 個人一般質問内容  
 

以下の内容を議会事務局に既に提出し、今回の議会で質問に立ちます。 
 

１、緑生会と印西市について 

 医療法人緑生会は印西総合病院の運営に関して、夜間・休日における「救急外来受入休止のお知

らせ」と「診療科休止のお知らせ」を発表し、市民から動揺の声が届いている。 

 今後も引き続き、市民から二次救急を担うことが期待され、求められている同病院だが、印西市

では緑生会とどのような関係が現在、構築され、今後、どのように係っていくのか。  
 
（１）印西総合病院を現状どのように評価し、どのような関係を構築しているのか。 

（２）病児・病後児保育は今後どうなるのか。 

（３）緑生福祉会「スマイル保育園」をどのように評価するか。 
  

２．地域コミュニティのあり方について 

 総務省は今年４月に「都市部におけるコミュニティの在り方に関する研究会」報告書を発表し、

管理組合と自治会等・自治会との連携促進のため、問題解決の指針作成を提言した。さらに先月 10

日「都市部におけるコミュニティの発展方策に関する研究会」の第１回目の会合を開き、中心的課
題の一つに「管理組合と市区町村、自治会の関係」を設定し、今後議論をすすめていくことを公表
しています。  
 
（１） 印西市では千葉ニュータウンを抱え、自治会加入世帯も減少の傾向が止まらないように 

見えます。今後、団塊の世代は2015年に 65歳以上となる前期高齢者になり、これは 2025年 

問題前の「2015年問題」ともいわれています。10年後の2025年問題を見据えて、印西市は、 

地域コミュニティと高齢者対策の関係を施策上どのように位置付け、事業を行っていくのか？ 

（２）高齢者が気軽に集える固定された場を設け、その不安（健康上、メンタル上）な気持ちに 

寄り添い、地域に密着した活動を行うことを地域コミュニティの中に位置づけていく必要がある

と考えます。印西市の高齢化対策として、こうした取り組みを研究したことはあるか。 
 
３、子ども子育て支援新制度について 

 国の保育制度を改革する「子ども・子育て支援新制度」が来年度から実施されるのに向け、今秋
から全国で保育の利用申し込みが始まることになっています。新制度は、多様な保育サービスを増
やすだけでなく、様々な子育て支援も拡充するため、すべての子育て世帯に影響が及ぶが、住民へ
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の周知などが課題になっています。 
 

（１）新制度の実務の具現化に向けた取組は、現在どのような段階にあるか。（認定、利用調整、 

保育料の決定、確認などについて） 

（２）ニーズ調査を踏まえた事業計画策定は進んでいるのか。 

（３）利用者・住民等に対する周知はどのように行われるのか。 

（利用者への説明、広報、情報発信について） 
 

４．大規模小学校の運営といじめ問題について  

 学校は、子どもたちが学び、生活する最も重要な教育環境であり、学校教育施設は、子どもの 

安全が確保されるとともに、人間形成の場にふさわしく改善、整備されることが必要です。 
 
（１） 小倉台小学校、原小学校の来年度以降の学校運営について教育委員会ではどのように討議 

されているのか。 

（２）千葉県では、教職員一人一人のいじめに対する認識や、学校の取組の総点検を行うために、

文部科学省の資料を参考に、4領域20項目からなるチェックポイント点検表を作成しました。印西
市ではチェックポイントを作成し、同様の集計表を付けているのか。 
 

５. 印西市における放射線教育について 

 東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故から３年半が経過する中、人々の放射線に対する

関心は薄れていっているように感じています。しかし、放射性物質が大量に発電所の外に放出され

たという事実は変わっていません。私たちは、この事実を踏まえながら一人一人が自らの考えにし

たがって対応していく段階に移ってきているようにも思います。一方では、日本の将来を担わなけ

ればならない子ども達においては、小学校・中学校・高等学校の各段階に応じて、放射線や放射能、

放射性物質について学び、自ら考え、判断する力を育むことが大切であると考えます。印西市の 

教育現場においては、現在どのように対応しているのか。 
 

６．市民の生活環境の改善について 
 

（１）夏から秋にかけて、市内のいたるところで雑草が繁茂し、空き地においては火事や犯罪の 

危険性が指摘され、また道路沿いでは交通事故が懸念され、苦情が多く寄せられる。雑草の除去に

ついて、市当局は迅速なる対応はできないのか。 

（２）防犯灯の設置については、町内会や自治会からの申請が最初の段階となっているが、学校の

ＰＴＡが主体となって申請し、子どもの安全安心を目指すべきだと考えるが、可能か。 
  

７．印西牧の原駅圏の将来について 

（１）駅北側 21住区小学校の入学予定者は現在何名か。 

（２）駅北側「牧の原地区」から、信号の設置要望があがっているが、学校の開校前に設置可能か。 

（３）牧の原地区の交差点内で方向転換する車が以前より増え、事故も多発している。 

対応を求める声が多いが、規制看板の設置は可能か。 
 

 議会報告会を開催します。～ 8/30(土) 13：30～  
 

私が所属する会派「新政」では、９月議会に先駆けて、皆様のご意見をお聞きするために、 

「議会報告会」を以下の日程で実施します。ぜひお越しください。 
 

日時：８月 30日（土曜日）13時30分～15時30分 

場所：千葉ニュータウン中央駅前地域交流館（2号館） ３階 第５会議室 

 内容：議員定数について、政務活動費について 他 
 

この紙面へのご意見に限らず、市政全般へのご提言、ご批判、皆様からのご相談はいつでも承りま
す。市政の最新情報を求める方は私のブログ（検索画面で「ぐんじとしのり」）をご覧ください。 

市民参加のまちづくりを引き続き、皆様と行ってまいります。宜しくお願いします。 
 

 ぐんじとしのり 


